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����������	
��
����	�	���� 	
�����	�� 1



R3～ NETIS改良の概要

2



活用効果調査表作成 改良前と課題
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活用効果調査表作成 改良内容 ※イメージ画像
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活用効果調査表作成 改良内容（詳細1） ※イメージ画像

5活⽤等の型は、要選択！



活用効果調査表作成 改良内容（詳細2）
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活用効果調査表作成 改良内容（詳細3）
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活用効果調査 改良により期待される効果
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活用効果調査表の改良 ＜R4.7.28より運用開始＞
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【R4.7.28〜 本運⽤】
１．事務所監督員が調査表⼊⼒後、所定の処理。
２．中間確認者（開発建設部、外部委託者）or最終確認者（本局、技術事務所）に確認⽤メールが⾃動通知。※地整の設定による。
３．中間確認者は、確認⽤ページにIDPWログインし内容チェック〔⼀次確認〕。内容に問題なければシステムにて確認済登録。最終確認者へ⾃動通知。
４．最終確認者が確認⽤ページにて内容確認後、システムに登録〔最終確認〕
５．差し戻しは、確認⽤ページにて、各段階で可能。差し戻し先は前決裁者。
６．決裁ルートは地整毎に複数設定出来る仕様とする。
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・「活⽤等の型」を忘れずに選択

※
発注者は受注者の記⼊内容を確認して
ください。

実施報告書
活⽤調査表

（A・VRのみ）

計画書作成・登録 計画書確認
・「活⽤等の型」を忘れずに選択
・計画書「記⼊完了」に☑

修正依頼受領 修正依頼 登録
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連絡（⼝頭等）

連絡（⼝頭等）

通知（⾃動メール）

通知（⾃動メール）

通知（⾃動メール）

通知（⾃動メール）

オンライン活⽤効果調査表作成の実施フロー
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【VEについて】
・実施報告書、活⽤効果調査表の作成・登録
は不要です。

【活⽤前】

【活⽤後】

記⼊内容確認

記⼊内容確認

通知（⾃動メール）

通知（⾃動メール）

VEの場合

VEの場合

NETIS
登録
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ID／パスワードの申請について

登録申請書作成
活用効果調査表作成

活用効果調査表作成
（評価情報）

作成

NETIS番号の入力

新規登録

申請

 ID・パスワードは１⼯事・１技術毎に必要となります。
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ID／パスワードの申請⽅法

登録申請書作成
活用効果調査表作成
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ID／パスワードの申請⽅法

活用効果調査表作成
（評価情報）
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ID／パスワードの申請⽅法

作成
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ID／パスワードの申請⽅法

NETIS番号の入力

例 ： QS-210068
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ID／パスワードの申請⽅法

新規登録
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ID／パスワードの申請⽅法
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ID／パスワードの申請⽅法

申請

受注者名は、施工会社の名称
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ID／パスワード発⾏のお知らせメール

*****＠********.**

*****＠********.**

●● ●●

〇〇 〇〇

123456
ID・パスワード

入力サイトへ移動

施工会社名
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ID／パスワードによるログイン

ID・パスワード
の入力
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計画書の作成画⾯
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活⽤等の型の選択について

活用等の型の選択について



23

【活⽤前】 新技術活⽤計画書における留意事項
【新技術活⽤計画書】

⾃動で⼊⼒されます

ｸﾘｯｸ

「活⽤等の型」を選択してください

120分でタイムアウトします。
作成の都度、⼀時保存を⾏ってください。

計画書の全ての項⽬の記⼊が完了したら、
「記⼊完了」にチェックしてください。

従来技術と⽐べて、向上する
活⽤理由を記⼊してください。



VE技術で活用効果調査表を作成する場合は、新技術活用計画書の記入のみとなりました。

活用効果調査表システムの改良について

【改良前】 【改良後】

選択タブ
・新技術活用計画書
・実施報告書
・活用効果調査表（発注者用）
・活用効果調査表（施工者用）

選択タブ
・新技術活用計画書

NETISシステムの改良に伴い、ＶＥ技術において実施報告書のタブが非表示になりました。

今まで実施報告書の概要欄の記入についてご協力頂きありがとうございました。

24
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【活⽤後】「A・VR」 実施報告書作成における留意事項
【実施報告書】

120分でタイムアウトします。
作成の都度、⼀時保存を⾏ってください。

「VE」技術は、実施報告書の登録が不要です。

ｸﾘｯｸ

「A・VR」：
活⽤後に記⼊してく
ださい。

・「A・VR」技術の活⽤後は、実施報告書
と調査表の作成・登録になります。

・登録ボタンを押すと、調査表が閲覧で
きなくなりますので、事前に印刷・プレ
ビューボタンからPDF等に印刷しておくこ
とをお勧めします。

・施⼯（活⽤）概要資料は、構造が分かる図⾯等
があれば添付してください。

※NETIS情報等の添付は必要ありません。

「A・VR」技術は、実施報告書の全ての項⽬の記⼊が完了し
たら、「記⼊完了」にチェックしてください。

⼯事全体の内容を記⼊してください。

新技術の対象数量を記⼊してください。
（NETIS申請情報の「活⽤効果の根拠」を参考に単位等を合わせ
てください。）
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【活⽤後】 「A・VR」 新技術活⽤調査表作成における留意事項（1/2）

調査表の全ての項⽬の記⼊が完了したら、
「記⼊完了」にチェックしてください。

左記のチェックの⽬安を参考に定性的
５段階評価をお願いします。

【経済性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記⼊し
てください。（「当該技
術に関連しない項⽬であ
る」場合もその理由をコ
メントしてください。）

【⼯程の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記⼊し
てください。（「当該技
術に関連しない項⽬であ
る」場合もその理由をコ
メントしてください。）

【品質・出来形の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記⼊し
てください。（「当該技
術に関連しない項⽬であ
る」場合もその理由をコ
メントしてください。）

【安全性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記⼊し
てください。（「当該技
術に関連しない項⽬であ
る」場合もその理由をコ
メントしてください。）

【施⼯性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記⼊し
てください。（「当該技
術に関連しない項⽬であ
る」場合もその理由をコ
メントしてください。）

ｸﾘｯｸ
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【活⽤後】 「A・VR」 新技術活⽤調査表作成における留意事項（2/2）

【総合的所⾒】

・コメントは必ず記⼊し
てください。

【環境の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記⼊し
てください。（「当該技
術に関連しない項⽬であ
る」場合もその理由をコ
メントしてください。）

【その他】

前述の６項⽬以外で新た
な「調査項⽬」が必要と
記⼊者が判断した場合は、
その他の項⽬に記⼊して
ください

写真のタイトルを記⼊してください。

【施⼯状況等の写真】

新技術に活⽤状況が分か
る写真（施⼯状況、使⽤
材料、計測状況、完了
等）を添付してください。
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確認者用コメント欄について

調査表等の右側にあるコメント欄は、
不備を有する調査表に対し、修正依頼
を実施する際に、確認者が修正内容等
を記入する為に使用します。

修正等がない場合は、記入の必要はあ
りません。

例）経済性のコメントが未記入
となっていますので記入してく
ださい。



Ⅰ：『調査項目の効果調査が「１」～「５」』のコメント事例
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経済性は、ベースマシンがバックホウタイプで小型であることから、機械経
費・人件費が安価となり、仮設足場材（敷鉄板）に要する費用が減少し、施
工日数が短縮できたという理由で非常に優れている。

（全体的に優れている点をコメント）

優れた点が多く評価が「5」の例

工程は、地盤改良に要する日数が、当初8日間を予定していた日程が4日
間（1／2）になり、施工日数を短縮できるという理由で非常に優れていた。

（1項目がいかに優れていたかを具体的にをコメント）

優れた点は1項目だが評価が「5」の例



Ⅰ：『調査項目の効果調査が「１」～「５」』のコメント事例
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効果調査が「3（同等）」の場合

同程度である。
変わらない。
ほぼ同等と考える。
影響が無かった。
問題はない。
大差はない。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性

環境

は、 という理由で・・・・・・

・コメントは、評価に至った理由である を具体的に記入し、文末は、下記の文例を参考にして下さい。・ ・ ・ ・ ・ ・

効果調査が「4」の場合

優れている。
向上した。
やや優れている。
少し向上した。
僅かに○○を削減できた。
○○がやや減少した。

効果調査が「5」の場合

非常に優れている。
極めて向上した。
大幅に○○を削減できた。
特に○○が高い。
○○及び△△が非常に減少した。
○○が大幅に減少した。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性

環境

は、 という理由で・・・・・・

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性

環境

は、 という理由で・・・・・・



Ⅰ：『調査項目の効果調査が「１」～「５」』のコメント事例
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・コメントは、評価に至った理由である を具体的に記入し、文末は、下記の文例を参考にして下さい。・ ・ ・ ・ ・ ・

効果調査が「2」の場合

劣る。
低下した。
やや劣る。
少し低下した。
僅かに○○が増加した。
○○がやや増加した。

効果調査が「1」の場合

非常に劣る。
極めて低下した。
大幅に○○が増加した。
特に○○が低い。
○○及び△△が非常に増加した。
○○が大幅に増加した。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性

環境

は、 という理由で・・・・・・

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性

環境

は、 という理由で・・・・・・



Ⅱ：『調査項目のコメント』を特に重視すべき具体的な事例
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◆調査の視点では、（優れていた点：2）＞（劣っていた点：1）であるが、効果調査は「2」でありコメントもマイナス評価となっている。

以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

コメントが簡素であるために、
調査の視点の重みが判断で
きません。より具体的なコメン
トをお願いします。

◆調査の視点では、優れていた点に多く（4箇所）のチェックが付いているが、効果調査は「4」となっている

多くの項目で優れているが、
それぞれの項目の重みは僅
かであるために、総合的には
「4」となったことが伝わるよう
なコメントをお願いします。

2箇所

1箇所

「2」

機械経費が高いため経済性は劣る。（×）

例：作業人員と施工日数は削減できたものの、機械経費が非常に高くなったため、
総合的には従来技術と比較して、経済性は劣る。（○）

より具体的に

4箇所「4」

施工性は向上している。（×）

例：仮設の減少により現場での施工が減少し、さらに機械化により作業
員の作業が容易になったことから、従来技術と比較して施工性はやや優
れている。（○）

より具体的に



Ⅱ：『調査項目のコメント』を特に重視すべき具体的な事例
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◆調査の視点では、優れていた点のチェックが1箇所であるが、効果調査は「5」となっている

以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

優れていた点が一つで、効果
調査が「5」となった具体的な
コメントをお願いします。

◆調査の視点では、劣っていた点のチェックが1箇所であるが、効果調査は「1」となっている

劣っていた点が一つで効果
調査が「1」となった具体的な
コメントをお願いします。

1箇所「5」

施工日数が短縮し工程に優れる。（×）

より具体的に

例：工程は、地盤改良に要する日数が、当初８日間予定していた日程が４日間
（１／２）になり、施工日数を短縮できるという理由で非常に優れていた。（○）

品質が低下した。（×）

例：現場打ちコンクリートであり、管理項目・頻度が増加し、施工不良等による
品質の低下が懸念されたため、品質・出来形に非常に劣っていた。（○）

より具体的に

1箇所

「1」



Ⅲ：『調査項目の効果調査が「当該技術に関連しない」』のコメント事例
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◆「当該技術に関連しない評価項目である」にチェックがあるが、そのコメントが未記入となっている。

以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

コメントが未記入であるため
に、関連しない評価項目で
ある理由がわかりません。
関連しない理由の具体的な
コメントをお願いします。

コメントが未記入であるため
に、関連しない評価項目で
ある理由がわかりません。
関連しない理由の具体的な
コメントをお願いします。

「 当該技術に関連しない評価項目である 」

関連しない評価項目
である理由を具体的に

例：現場における施工日数に影響を及ぼさないと
いう理由で関連しない評価項目である。

「 当該技術に関連しない評価項目である 」

例：材質自体環境に影響するものではなく、施工についても
騒音・振動等は発生しない為。

関連しない評価項目
である理由を具体的に
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Ⅳ：『今後、当該技術を活用できる工事の場合に活用しますか。』の理由事例

理由を必ず記入してください。

理由が未記入

◆「今後も是非活用したい」にチェックがあるが、その理由が未記入となっている。

「今後も是非活用したい」理
由を必ず記入してください。

◆「技術の改良を強く望む」にチェックがあるが、その理由が未記入となっている。

例：大幅な工期短縮が図れたため今後も是非活用したい。

「技術の改良を強く望む」理
由を必ず記入してください。

理由が未記入

例：当該現場は、施工ヤードが狭く、機械の使用が困難で施工
性が低下するため、コンパクトな機械仕様への技術の改良を強
く望む。
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Ⅴ：『調査項目の効果調査が「当該技術に関連しない」』のコメント事例

効果調査が「当該技術に関連しない評価項目」の場合

経済性　　【コメント】

材料費が高価で鉄筋への装着労務が必要となるなど直接的な費用は増加しているが、仕上り後の補修費の有無に対する比較は困難である。

今回、施工対象面積が小さく、従来技術との比較において対象としない。

工程　　【コメント】

現場における施工性や施工日数に影響を及ぼさないという理由で関連しない評価項目である。

工程は、施工日数に影響を及ぼさないという理由で関連しない評価項目である。

今回、施工面積が小さく、従来技術との比較において対象としない。

工程は調査の視点に該当がない。

工程は、システムの性質上関係しない。

工程に影響する技術ではないため評価できない。

品質・出来形　　【コメント】

丁張り杭の品質・出来形に影響を及ぼさないという理由で関連しない評価項目である。

品質・出来形は該当しない評価項目である。

補修材であり舗装工の品質・出来形に影響を及ぼさないという理由で関連しない評価項目である。

品質・出来形は調査の視点に該当がない。

品質・出来形は、コンクリート構造物の弱点となりやすい打ち継ぎ目の強度低下を防ぐものであるが、今回の施工での確認はできない。

今回、新技術は、現況トンネルの形状把握で用いた為、品質・出来形に関連しない評価項目である。

機材の形態上、当該技術に関連しない評価項目である。



◆ＮＥＴＩＳシステム操作マニュアル （イントラ 内部向け）◆
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◆ＮＥＴＩＳシステム操作マニュアル （九州技術事務所ＨＰ）◆
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・九州技術事務所ホームページ
（http://www.qsr.mlit.go.jp/kyugi/index.html）

・新技術情報／ＮＥＴＩＳ

・活用（活用計画書・報告書
および活用効果調査表）

・施工者用マニュアル
・コメント事例集



NETISシステム操作マニュアル まとめ

1.NETISの改良

・活用効果調査表をWEB画面上で直接入力・登録できます。 （オンライン化）

2.ID、パスワードの申請

・ID、パスワードは1工事、1技術毎に必要となります。

3.新技術活用計画書、実施報告書および活用効果調査表の作成について

3-1.保存について

・120分でタイムアウトするため一時保存を行ってください。

3-2.計画書の作成について （活用前）

・活用等の型を忘れずに選択してください。

・計画書を作成し、「記入完了」に☑して登録してください。

3-3. 「A」「VR」技術について （活用後）

・実施報告書を作成し、「記入完了」に☑してください。

・すべての項目のコメントを記入してください。（当該技術に関連しない場合も必要）

・活用効果調査表を作成し、 「記入完了」に☑して登録してください。

3-4. 「VE」技術について （活用後）

・実施報告書、活用効果調査表の作成・登録は不要です。
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アンケート

本日の説明会に関して、アンケートのご協力をお願いいたします。

スマートフォン・タブレットで、下のQRコードを読み取ってください。

アンケートは、1～2分程度で終わります。


